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現代

平
成
二
十
年（
二
〇
〇
八
）六
月
、
大
日
川

ダ
ム
の
湖
底
に
沈
む
旧
小
原
地
区
を
見
下
ろ

す
お
堂
の
前
に
、
多
く
の
人
達
が
集
っ
て
い

た
。
集
団
移
転
五
〇
周
年
（
昭
和
三
十
三
年

離
町
）
の
記
念
集
会
が
も
た
れ
た
。
思
え
ば

昭
和
三
十
四
年
四
月
二
十
六
日
、
小
原
に
大

じ
ん

火
が
あ
り
、
灰
燼
に
き
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

故
郷
を
思
う
感
慨
は
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た

ろ
う
。
こ
の
ダ
ム
建
設
は
、
昭
和
二
十
五
年

の
現
地
調
査
よ
り
同
四
十
二
年
の
完
成
ま
で

一
八
年
も
の
年
月
を
要
し
た
。
こ
れ
に
は
、

多
く
の
課
題
が
存
在
し
、
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
〇
〇
〇
年

に
近
い
祖
父
母
伝
来
の
地
を
手
ば
な
し
、
移

転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
思
い
は
、
当
事
者

で
な
け
れ
ば
理
解
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
事
業
遂
行
側
の
石
川
県
等
が
目

的
・
方
法
を
変
更
し
た
た
め
、
地
域
と
の
ず

ふ
ん
き
ゅ
う

れ
が
大
き
く
、
時
と
し
て
紛
糾
を
も
た
ら

し
た
（
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
、
大
日
川
ダ

ム
建
設
反
対
村
会
議
―
議
案
第
二
五
号
。
ま

た
、
三
七
戸
二
二
〇
名
の
移
転
先
が
佐
美
町

ほ

し
ょ
う

と
決
ま
っ
た
が
、
移
転
補
償
後
に
自
由
移

転
組
と
集
団
移
転
組
と
に
分
か
れ
た
住
民
の

あ
か

ぜ

大
日
川
ダ
ム
・
赤
瀬
ダ
ム
建
設
と
地
域
の
変
貌

大日川ダム建設・年表
事 業 内 容

大日川ダム建設反対村会議

柴野知事 建設計画提示

同知事 地元で建設確認

水没補償調印（自由移転始まる）

起工

ダム完成、満水式

県営大日川第一発電開始

65億円

年月日

昭和25年12月

昭和28年 6 月

昭和30年 6 月

昭和33年 8 月

昭和33年10月

昭和42年10月

昭和42年11月

総 経 費

4

大日川ダム建設のため小原地区訪れた田谷知事、和田傳四郎市長の一行と町民こぞっての記念写真（背
景：新丸小・中学校小原分校校舎）（昭和34年佐美町へ集団移住した近藤公一氏提供）

大日川ダム 阿手堰防より旧小原地区（旧新丸村）を望む景観（平成
19年撮影） 左手前に重力式コンクリートダムがみえる。
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現
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凡　　例
頭　　　首　　　工
（かんがい・発電共用）
発　　　電　　　所
（発電専用）

日　本　海

新
堀
川

前
川

滓
上
川

木場潟

今江潟
干拓地

柴山潟
干拓地柴山潟

三湖周辺共用水路

坊川改修水路

加賀三湖導水路

大日川第２Ｐ/Ｓ

大日川第1Ｐ/Ｓ

大日川第２Ｐ/Ｓ導水路

大日川第1Ｐ/Ｓ導水路

大日川ダム（Ｇ）

赤瀬ダム

大日川第２Ｐ/Ｓ頭首工

杖川頭首工

杖川導水路

堤高59.9ｍ　堤長238.0ｍ3
有効貯水量23,900千ｍ3
 かんがい16,500千ｍ3
 農業防災 7,400千ｍ3

梯
川

大杉谷川

神子清水Ｐ/Ｓ

(

略)

離
反
も
あ
っ
た
）。
分
水
と
大
規
模
発
電
・

村
民
の
受
益
者
負
担
や
水
没
等
、
こ
の
負
担

軽
減
と
し
て
防
災
目
的
を
追
加
す
る
な
ど
、

国
・
県
・
北
電
・
地
元
と
の
調
整
に
手
こ
ず

る
。
連
動
し
て
津
江
町
の
存
廃
も
同
時
に
起

っ
た
（
昭
和
三
十
三
年
に
市
・
県
・
国
に
対

し
て
多
く
の
陳
情
を
提
出
―
春
木
家
文
書
）。

灌
漑
用
水
補
給
・
洪
水
調
整
及
び
発
電
な
ど

多
目
的
と
す
る
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

で
、
国
営
手
取
川
農
業
水
利
事
業
と
発
電
事

業
（
県
担
）
の
共
同
事
業
と
し
て
の
国
直
轄

事
業
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
三
年
十
月
四
日
、
中
西
陽
一
知

事
が
赤
瀬
町
を
訪
問
。
住
民
は
石
川
県
知
事

直
々
に
驚
き
を
も
っ
て
迎
え
、
会
場

の
上
座
に
着
く
よ
う
に
勧
め
た
が
、

「
今
日
は
皆
様
に
お
願
い
が
あ
っ
て

参
っ
た
の
で
こ
こ
で
結
構
で
す
」
と

し
て
話
に
入
っ
た
。
七
〇
年
に
一
度

と
い
う
洪
水
か
ら
小
松

を
守
る
た
め
、
赤
瀬
に

防
災
ダ
ム
を
築
き
た
い

の
で
住
民
の
ご
理
解
を

得
た
い
と
い
う
。
事
業

の
目
的
は
尊
重
さ
れ
納
得
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
方
法
と
な

る
と
利
害
は
相
反
す
る
。
山
林

所
有
者
か
ら
の
反
対
も
強
か
っ

た
が
、
地
元
で
年
間
二
五
回
も

の
委
員
会
が
持
た
れ
、結
局「
ぬ

っ
た
よ
う
に
し
て
く
れ
や
」
で

了
解
さ
れ
た
。
建
設
条
件
と
し

て
、
補
償
対
象
の
最
も
少
な
い

地
、
赤
瀬
町
の
上
流
一
�
�
に

え
ん
て
い

ダ
ム
堰
堤
を
定
め
た
。
こ
の
た

め
、
集
団
移
住
も
な
く
、
墓
地

の
移
動
・
道
路
の
改
修
等
が
な

さ
れ
た
。
赤
瀬
町
よ
り
大
杉
町

ま
で
景
観
は
一
変
し
、
多
く
の
健
康
施
設
な

ど
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
明
治
二
十

九
年
（
一
八
九
六
）
の
大
洪
水
に
献
身
努
力

し
た
北
村
次
郎
平
の
功
績
よ
り
八
〇
年
の
時

を
刻
ん
で
い
る
。

（
山
前
圭
佑
）

4

赤瀬ダム建設・年表
事 業 内 容

中西知事 赤瀬住民に願う

補償妥結（町の委員会年間25回）

起工、12月着工

湛水

事業完了（53年9月竣工式）

49億8000万円

年月日

昭和43年10月

昭和48年 5 月

昭和48年 6 月

昭和52年10月

昭和54年 3 月

総 経 費

大日川ダムの水系図

石川県発刊の手取川・大日川両水系の利用状況を示す用水系統
図のうち大日川に関する部分を抜粋した。治水・発電・灌漑・浄化
など多目的を示す。なお、大杉谷川筋と赤瀬ダムを補充した。

洪水調整を主目的とする重力コンクリートダムの
赤瀬ダム（平成22年9月撮影） まだ一度も使
用されていない放水用の施設（非常用洪水吐き
クレストゲート）も備える。

赤瀬ダム堰堤より3km上流に設置された自由広場・憩い
の場
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